
むかし むかし 

 

むかし むかし 人と自然に境はなくて  

友として支えあっていた 

むかし むかし 人とけものに境はなくて  

友として尊敬しあっていた 

 

いつの頃からか  

私たちが心通わなくなってしまったのは 

いのちを小さな小さな箱に閉じ込めてしまったのは 

 

わたしは確かに 空であり 星であり 月であり 

太陽であり 雲であり  

雨であり 土であり 木々であり  

けものであったのに 

 

いのち脈々と空と地を 

自由に駆け巡ってた  

かつての日々へ わたしたちは また還ってゆく 

 

心で全てのいのち達と  

自由に話していた  

かつての日々へ わたしたちは また還ってゆく 


